
よしか
広報

２０２６年 （令和８年）

４月号
№２４６



広報よしか　2026 年 4 月号　№ 246　　2

トピックス
話題・できごと



3　　広報よしか　2026 年 4 月号　№ 246

トピックス
話題・できごと



広報よしか　2026 年 4 月号　№ 246　　4

トピックス
話題・できごと

ロケストｄｅ世界の料理

　２月２３日柿木公民館で『ロケストｄｅ世界の料理』をタカラバ（＃高津川を愛している会）と開催し

ました。イベントでは１０か国もの料理を作り、1 つの国につき１台タカラバ名物であるロケットストー

ブを使って調理を行いました。

　初めに、１０か国それぞれの国にルーツを持った方々に国や料理の紹介をしていただき、その後、各国

で親しみのある料理を参加者と共に作り、調理後はバイキング形式で世界の料理を参加者みんなで食べま

した。

ルワンダ：イビジュンバ　　　　　　ミ ャ ン マ ー：じゃがいもと鶏肉のカレールワンダ：イビジュンバ　　　　　　ミ ャ ン マ ー：じゃがいもと鶏肉のカレー

中　　国：油かけ麺　　　　　　　　ネ　パ　ー　ル：蒸しギョウザ中　　国：油かけ麺　　　　　　　　ネ　パ　ー　ル：蒸しギョウザ

ペ ル ー：エンパナーダ　　　　　　オーストラリア：アボカドトーストとポーチドエッグペ ル ー：エンパナーダ　　　　　　オーストラリア：アボカドトーストとポーチドエッグ

アメリカ：チキンチリ　　　　　　　ロ　　シ　　ア：オクローシカ、カニスティック入りサラダアメリカ：チキンチリ　　　　　　　ロ　　シ　　ア：オクローシカ、カニスティック入りサラダ

日　　本：鮎飯、カニ汁　　　　　　イ ス ラ エ ル：スフガニア、シャクシューカ日　　本：鮎飯、カニ汁　　　　　　イ ス ラ エ ル：スフガニア、シャクシューカ

  当日作った世界の料理当日作った世界の料理

　大人から子どもまで色んな年代、色ん

な国の方、色んなルーツを持つ方が集

まって日本とは異なる多くの食文化に触

れ、楽しみながら交流を行いました。

自衛隊入隊者町長表敬訪問

　今年の４月から自衛隊に入隊される方が３月８日に町長を表敬訪問されました。

　表敬訪問をされた新入隊者は、岩原由奈さんと円山洋輔さんの２名です。当日は岩原さんと円山さん、

自衛隊からは島根地方協力本部長である山口本部長他３名が出席し入隊を激励しました。また、津和野町

家族会会長の藤村浩さんが同席され、島根県家族会記念品が贈呈されました。

　岩原さんから「まずは、入隊後３か月の教育があるので、そこで基礎をしっかり学び、多くの人を助け

られる自衛官になります。」、円山さんから「７年間吉賀町で成長し、夢であった自衛官として踏み出すこ

とになりました。１０代、２０代の仲間に負けずに努力して頑張ります。」と決意表明がありました。

　山口本部長から、ご自身の経験談も交えながら、

「まずは、しっかり基礎を固めて、仲間と協力し

ながら頑張ってほしい。」、岩本町長から、「希望

に満ちた自衛官としての第一歩を踏み出し、４月

からの職務を遂行していただきたい。まずは、しっ

かり、教育と訓練を積まれ、立派な自衛官になら

れることを期待しています。」と激励の言葉が贈

られました。
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広報よしか２月号に掲載！

酒井董美氏収録「日本の民話」から、吉賀町での話を紹介します！

　　「むすびを食べた地蔵様」　伝承者：小野寺　賀智さん（白谷・明治２３年生）

　あるところにねえ、お母さんが死んで、また後のお母さんをもらいましたそうな。

　そうしたら、六つぐらいな男の子がありましたが、後のお母さんはお父さんの留守には、その子にはご

飯を全然食べさせようとしません。

　その子がよそへ行っても、そこの家では、「はあ、いにんさいよ。ご飯じゃからね」と言うので、その

子がもどって、「お母さん、ご飯を食べさしてください」と頼んでも、「いやいや、今ごろご飯を食べるぼ

けゃ（ばかは）おらん。そねえなことを言わんと遊びに出んさい」と追い出すそうです。そうして、いつ

もいつもお父さんの留守にはご飯を食べさせません。

　ところが、ある日、その子がまた同じことを言ってもどって来たので、「そねえにご飯が食べたけりゃ

あ、あんな下（しも）の地蔵さまへ、このムスビょう持っちってあげて、これを地蔵さまが食べんさった

ら、おまえにもご飯を食べさしょうが、そうでないとご飯を食べさせん」とお母さんが言いました。

　すると、その子は喜んでそのムスビを地蔵さんに持って行って、お地蔵さまに向かって、「地蔵さま、

地蔵さま。どうぞこのおムスビを食べてください。こりょう食べてくださったら、わたしもご飯をもろう

て食べることができますが、そうでないとわたしゃあ、いつもいつもお父さんの留守にゃあ、ご飯をよう

もろうて食べませんから」と言って泣いて頼んでいましたら、その石のお地蔵さまが手を出して、そうし

て、そのおムスビをつかんでパックパック食べ始められました。

　その子は、家へとんで帰り、お母さんに、「やっあれ、お母さん。お地蔵さまがムスビを食べんさるから、

わしにも食べさしてくれえ」と言いますと、お母さんは、「バカたりょう言うな。石のお地蔵さまがムスビゅ

う食べんさろうことがあろうか。おまえがそう言うて食べたんじゃろう」と言います。しかし、男の子は、

「いや、そうじゃあない。来て見んさい。隣のおばさんも来て見んさい。今食べよりんさる」と言います。

　このようにその子があまり騒ぐので、連れだって行ってみると、石の地蔵さまは頬ぺたへご飯をつけら

れたりしながら、やっぱりパックパック食べ続けておられる。お母さんはびっくりしました。そして、「わ

ああ、こりゃあわしが悪かった。今までご飯を食べさせないような悪いことをしたが、石の地蔵さまがお

ムスビなんぞを食べんさろうことはないのに、こういう見せしめをわしにしんさるに違いなあけえ、これ

からぁこの子にご飯を食べさせます」とお詫びを言って、それからは自分の本当の子のように、その子を

かわいがったということです。

この民話はＱＲにて

小野寺さんの声で聴くことができます。

＜広報よしか２月号の記事＞
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健診・検診を受けましょう！

４０歳以上のみなさまへ

　『健康診断の受診意向調査』を行います。

　４月初旬に、水色の角２封筒で、世帯ごとに送付します。

　受診を希望する健診・検診について、調査票に記入し、４月２４日（金）（当日消印有効）までに

　ご提出をお願いします。

〈どうして特定健診・がん検診を受けることが大切なの？〉

　自覚症状が現れにくい、そんな病気は少なくありません。

　だからこそ、定期的な健診と検診で健康状態をしっかりチェックしましょう！

　自分の体をしっかり知るのが健康維持の第一歩です。

〇特定健診、がん検診（胃・肺・大腸・子宮・乳・前立腺）も、例年通り実施します。

　特定健診・大腸がん検診は全年齢無料です！

　各種がん検診も個人で受けるより断然お得にご受診いただけます。

　健康づくりに欠かせない習慣として、定期的に健診・検診を受けましょう！

　職場の健診を受診されるため、町の特定健診は受けないという方は、その旨を　職場の健診を受診されるため、町の特定健診は受けないという方は、その旨を役場保健福祉課ま役場保健福祉課ま

でお知らせいただけると大変喜びます。でお知らせいただけると大変喜びます。また、受診された健診の結果表のコピーを役場保健福祉課また、受診された健診の結果表のコピーを役場保健福祉課

へご提供いただくと、国保の特定健診を受診された扱いとなり、町が実施している保健指導や栄養へご提供いただくと、国保の特定健診を受診された扱いとなり、町が実施している保健指導や栄養

相談などを無料でご利用いただくことができます。そして、間接的ではありますが、相談などを無料でご利用いただくことができます。そして、間接的ではありますが、皆様の国保保皆様の国保保

険料の増加抑制にもつながります。険料の増加抑制にもつながります。皆様のご理解・ご協力をお願いいたします。皆様のご理解・ご協力をお願いいたします。

  勤務先で健診受診を予定されている“国民健康保険加入者の方”へ勤務先で健診受診を予定されている“国民健康保険加入者の方”へ

健診・検診に関するお問い合わせ先　役場保健福祉課　☎７７－１１６５
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。
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答
し
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思
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、
や
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ま
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。
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か
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。

＜公民館談話室での面会＞

恒例の「かきのきあったかフェスティバル」

前列中央が円山公民館主事 ＜食生活改善推進員の活動＞
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上下水道コラム　　～上水道の適切な管理や利用について～

　今月は普段ご使用いただいている上水道の使い方の注意点や水道メーターの管理についてお話ししよう

と思います。

　水道の使用で注意していただきたいこととしては、①漏水、②出しっぱなし、③メーターボックスの中

と上などがあります。

①漏水

　冬季の凍結などで水道管が割れてしまい起こります。漏水を放置したままにしておくと、お家の腐食・

床のシミ・カビの発生・漏電による火災の恐れなどがあります。定期的にメーターを確認して漏水してい

るかを確認してみてください。もし漏水していた場合料金の減免がありますので発見された時は気軽に建

設水道課までご連絡ください。建設水道課　☎７９－２２１２

②出しっぱなし

　ついうっかり水道を止め忘れてしまうこともあるかと思います。漏水と違い、止め忘れの場合水道代は

減免とならずそのままお支払いいただく事になります。

　もし止めたか不安な場合は一度確認してみましょう。

③メーターボックスの中と上

　検針や漏水の確認などでお家のメーターボックスを開けることがあります。その際、上に物を置いてし

まうとどこにメーターがあるのかわからない、物によっては一人で動かせず確認したくてもできないなど

の問題が発生してしまいます。メーターボックスの上に物を置かないようご協力をお願いいたします。ま

た冬の凍結に備えてメーターボックス内に保温のための毛布や保温材などを入れることもあるかと思いま

す。冬季は凍結防止として役に立ってくれますが、時期を過ぎても入れたままにしておくとムカデや蜂の

温床となる場合があります。寒い時期が過ぎたらメーター内の毛布などを取り除きましょう。

漏水していると、お家で水を使っていなくても、

水道メーターの銀色のコマが回転します。

　普段から定期的に管理や確認をしてい

ただくことで余計な出費の削減や故障の

早期発見にもつながります。不安な方は

ぜひ一度確認をしてみてください。思っ

てもみない発見があるかもしれません。
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柿木地域⇒ビ・容

水 木 金 土
１　はとのゆ休館日 ２

松ヶ丘病院通院バス運行日

３ ４

８　はとのゆ休館日 ９

手話通訳者設置日

１０

行政相談所等開設日

ストレッチ教室

１１

１５　はとのゆ休館日

リハビリ相談日

１６

松ヶ丘病院通院バス運行日

障がい者就労相談会

きらきら広場

１７

特設人権相談所

からだ爽快教室

１８

２２　はとのゆ休館日

断酒会鹿足例会

２３

手話通訳者設置日

２４

脳活倶楽部

２５

２９　昭和の日 ３０

松ヶ丘病院通院バス運行日

可燃ごみ収集日

◆週２回（柿木地域）地区⇒月・金　　　　　　　　　◆週２回（蔵木・六日市）地区⇒月・木

◆週２回（朝倉・七日市）地区⇒火・金　　　　　　　◆月１回地区⇒第４週の月

◆週１回（蓼野・朝倉【奥仲、野田、樋ノ口】）⇒火　 ◆週１回（星坂）⇒木

ごみの種類
資：資源ごみ　　カ：カン類　　容：容器プラスチック　　商：商品プラスチック

有：有害ごみ　　ビ：ビン　　　陶：陶器類　　　　　　　粗：粗大ごみ

柿木地域

⇒カ・有・粗・商・容

柿木地域⇒資
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朝倉・七日市⇒カ・容

朝倉・七日市

　　　　⇒ビ・有・商

朝倉・七日市⇒粗・容

吉賀町役場

電　話　７７－１１１１

ＦＡＸ　７７－１８９１

吉賀町役場柿木庁舎

電　話　７９－２２１１

ＦＡＸ　７９－２３４４

吉賀町教育委員会

電　話　７７－１２８５

ＦＡＸ　７７－００４０

火事救急は１１９番

事件事故は１１０番

日 月 火

５ ６

松ヶ丘病院通院バス運行日

７

１２ １３ １４

妊婦・乳幼児健康相談

ストレッチ教室

１９ ２０

松ヶ丘病院通院バス運行日

２１

ひきこもり相談

ストレッチ教室

２６ ２７ ２８　はとのゆ休館日

妊婦・乳幼児健康相談

乳児健診

２０２６年（令和８年）

　　４月　町民カレンダー

蔵木・六日市⇒粗・容

蔵木・六日市⇒カ・容

蔵木・六日市⇒資

柿木地域⇒ビ・容

柿木地域

⇒カ・有・粗・商・容

河津・金山谷

⇒粗・容・ビ・有・カ・商

蔵木・六日市

　　　　⇒ビ・有・商柿木地域⇒資

むいかいち温泉ゆ・ら・らは４月から不定休となります。

詳細は、むいかいち温泉ゆ・ら・らのＨＰをご確認ください。

＜むいかいち温泉ゆ・ら・らＨＰ＞
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図書だより
町立図書館・柿木公民館

≪図書館利用状況２月≫

●貸出総数　２５７０冊

●貸出人数　　３６４人

●来館者数　　４７８人

[ ４月の休館日と返却ポスト ]

・毎月曜日と祝日は休館

・４／２６（日）は夢花マラソンのため休館

地域の公民館に返却ポストがありますのでご利

用ください。

【心が動いた私の一冊　作品展示】

　今年度の「心が動いた私の一冊」に応募された作品を図書館内で展示いたします。今回は、小学生から

　高校生まで全作品を一度に展示いたします。展示期間は下記の通りです。どうぞご来館下さい。

　　〇展示期間　３月２６日～４月１２日まで　　〇展示場所　多目的室など

吉賀町立図書館

柿木公民館

　「花よりだんご」もいいけれど、主役は桜。近年は、思ったより早く咲いたり、あっという間に花吹雪になっ

たりと落ち着いて花見ができないことも。最近は、ライトアップを行うところも増えています。夜空に白

く浮かぶ桜は、昼間の桜とは別の表情で、ひときわ美しく映えます。昼と夜、両方見比べてみるのも素敵

ですね。さっそくお花見に出かけましょう！　

　とはいえ、夕方近くなるころから、グンと冷え込むことも。防寒アイテムをわすれずに持っていくとい

いですね。

【今月の本の紹介】

　黒船異変　　　　　　　　　　　加藤　祐三　　　　　　わが千年の男たち　　永井　路子

　立ち上がれ！日本　　　　　　　竹中　平蔵　　　　　　手で見るいのち　　　柳楽　未来

　医療事故　　　　　　　　　　　山内　桂子　　　　　　怖い絵　　　　　　　中野　京子

　灘の男　　　　　　　　　　　　車谷　長吉　　　　　　首都感染　　　　　　高嶋　哲夫

　ブラック・ジャック・キッド　　久保寺　健彦　　　　　花火とおはじき　　　川島　えつこ

　やくそくするね。　　　　　　　杉本　深由起　　　　　やくそく　　　　　　成田　雅子

開 館 日：火～金曜日及び毎月第２・４の土日

開館時間：９時～１６時

休 館 日：毎月曜日と祝日

【柿木の図書返却ポストについて】

　柿木公民館前に設置している図書返却ポストを新しく塗装をしてきれい

　にいたしました。このポストは、平成元年の図書館が開館した時から使っ

　ています。当時は六日市にある図書館前に設置していましたが、吉賀町

　になってからは柿木公民館前に置いています。随分長く使用しているた

　め老朽化が進んでいましたが、今回の塗装で見違えるほどにきれいな姿

　になりました。

　どうぞ、気軽にご利用ください。
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《
寄
稿
》

こ
れ
も
国
際
交
流
の
一
つ
か
な
？

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

竹
中　

和
博

　

二
月
、
六
日
市
地
区
の
体
育
協
会
主
催
の

「
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
」
の
大
会
が
有
り
ま
し
た
。

久
し
ぶ
り
に
見
る
顔
や
、
そ
の
奥
さ
ん
、
子
ど

も
さ
ん
と
出
会
う
こ
と
が
出
来
て
楽
し
い
一
日

と
成
り
ま
し
た
。

　

表
題
の
国
際
交
流
で
す
が
…
我
が
地
区
広
石

に
は
若
い
農
業
者
が
居
ま
す
。
米
の
他
、
小
松

菜
、
レ
タ
ス
、
白
ネ
ギ
、
キ
ャ
ベ
ツ
、
ミ
ニ
ト

マ
ト
等
々
一
年
中
何
か
し
ら
の
野
菜
を
育
て
て

い
て
、
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
も
全
体
で
は
20
棟
を

超
え
る
程
に
な
っ
て
い
ま
す
。
各
々
、
大
変
な

情
熱
と
活
気
が
感
じ
ら
れ
て
私
共
後
期
高
齢
者

に
も
良
い
刺
激
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
間
違
い

有
り
ま
せ
ん
。

　

そ
の
中
の
一
つ
に
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
か
ら
来
て

い
る
若
い
方
々
が
五
人
居
ま
す
。
前
述
の
ス

ポ
ー
ツ
大
会
に
も
全
員
参
加
し
て
、
そ
の
後
の

親
睦
会
（
打
ち
上
げ
）
に
も
来
て
飲
ん
だ
り
食

べ
た
り
と
賑
や
か
に
過
ご
す
中
、
祖
国
に
残
し

た
家
族
の
話
、
将
来
の
こ
と
を
片
言
の
日
本
語

と
身
振
り
手
振
り
で
話
し
て
も
ら
っ
た
り
、
カ

ン
ボ
ジ
ア
語
の
挨
拶
の
仕
方
な
ど
も
教
え
て
も

ら
っ
た
り
し
て
時
折
大
爆
笑
も
起
っ
て
い
て
、

こ
れ
ぞ
国
際
交
流
か
と
思
う
場
面
で
し
た
。

　

日
本
で
の
生
活
面
の
こ
と
、
ど
う
し
て
日
本

に
来
た
の
か
を
聞
く
に
つ
け
、
一
人
一
人
大
変

な
思
い
で
来
て
い
る
の
だ
な
と
改
め
て
感
じ
た

次
第
で
す
。

　

人
口
比
率
で
言
え
ば
吉
賀
町
は
県
内
で
一
番

の
外
国
人
の
数
だ
と
聞
き
ま
す
。
折
角
の
こ
の

状
況
を
生
か
し
て
外
国
人
と
の
交
流
の
場
が
増

え
、
名
実
と
も
に
働
き
易
い
吉
賀
町
で
あ
り
続

け
る
こ
と
を
官
民
一
体
と
な
っ
て
考
え
て
行
く

こ
と
を
望
む
と
こ
ろ
で
す
。

　

《
寄
稿
》

郷
里
回
想
録
三
十
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

橋
本　

雅
夫

　

昔
あ
る
片
田
舎
の
場
末
裏
に
古
び
た
一
軒
の

骨
と
う
屋
さ
ん
が
あ
っ
た
。
此
の
店
に
あ
る
日

隣
り
村
よ
り
使
い
の
小
僧
さ
ん
が
や
っ
て
来

た
。
早
速
主
人
は
大
相
大
事
そ
う
な
お
茶
碗
で

お
茶
を
立
て
、
そ
し
て
、「
一
服
召
し
上
っ
て
お

行
き
」
と
云
う
。
小
僧
さ
ん
お
茶
を
飲
み
喜
び

帰
っ
て
行
っ
た
。。
そ
い
て
数
日
後
、
又
、
諸
用

で
店
に
来
た
。
例
の
如
く
主
人
か
ら
お
茶
を
出

さ
れ
た
が
、
此
の
時
一
瞬
お
茶
碗
が
小
僧
さ
ん

の
手
か
ら
「
す
る
り
っ
」
と
落
ち
て
「
ガ
チ
ャ

ン
」
と
真
っ
二
つ
に
割
れ
た
。
「
あ
っ
と
っ
」
店

の
主
人
悲
鳴
と
共
に
此
の
小
僧
さ
ん
の
手
ぬ
る

さ
に
大
声
で
ど
な
り
お
こ
っ
た
。
小
僧
さ
ん
は

「
わ
ぁ
…
」
と
云
っ
て
あ
や
ま
る
も
大
事
な
茶
碗

ゆ
え
大
変
な
こ
と
に
な
っ
た
が
、
し
か
し
、
是

に
は
い
ろ
い
ろ
と
訳
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
此

の
茶
碗
に
湯
ア
カ
を
付
け
て
古
び
っ
た
様
に
見

せ
掛
け
高
値
で
売
買
す
る
事
が
此
の
主
人
は
目

的
で
あ
っ
た
。
よ
っ
て
、
小
僧
さ
ん
に
親
切
心

等
が
あ
っ
て
お
茶
を
出
し
た
事
等
毛
頭
無
か
っ

た
の
で
あ
る
。
従
っ
て
此
の
茶
碗
は
促
廃
品
化

で
「
パ
ァ
ー
」
と
成
っ
た
。
然
る
に
こ
の
様
に

此
世
話
大
そ
れ
た
事
あ
な
取
り
お
手
軽
に
や
っ

て
い
る
と
、
い
つ
か
は
「
大
ば
ち
が
来
る
ぜ
」

と
地
の
古
老
様
よ
り
幼
き
日
お
そ
わ
っ
た
思
い

出
の
あ
り
し
日
が
今
も
体
の
す
み
を
掛
け
め
ぐ

る
。
ち
な
み
に
此
の
古
道
具
屋
さ
ん
は
他
に
も

歴
史
上
の
人
物
、「
岩
見
重
太
郎
所
用
の
わ
ら

じ
」
と
か
、「
国
定
忠
治
の
雨
ガ
ッ
パ
」
と
か

何
ん
と
か
勘
と
か
云
っ
た
品
々
も
…
。
し
か
し
、

そ
れ
も
是
も
良
く
し
た
も
ん
で
「
こ
ん
な
所
に

良
い
本
物
何
ん
か
あ
る
だ
べ
ぇ
か
え
の
ん
た
」

と
、
ち
ま
た
人
達
は
云
っ
て
い
た
云
う
。
や
が

て
時
代
の
流
れ
か
此
の
古
道
具
屋
は
無
く
な
っ

た
と
云
う
。
此
の
話
を
し
て
く
れ
た
古
老
様
も

す
で
に
永
眠
生
存
な
ら
ば
130
歳
と
成
る
。
歳
月

は
早
く
過
ぎ
去
る
。

　《
俳
句
》

下
仁
田
葱
白
き
を
晒
し
洗
ひ
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

齋
藤　

ツ
ル
子

恵
方
巻
南
南
東
と
二
度
言
は
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
浦　

一
美

春
め
く
や
レ
タ
ー
パ
ッ
ク
に
友
の
声

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

糟
谷　

圭
子

冬
晴
れ
や
四
代
集
ふ
三
回
忌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
岡　

雅
子

十
回
忌
あ
な
た
の
や
う
な
春
の
風

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
田　

綾
美

姉
の
雛
眠
り
か
ら
さ
め
立
つ
ロ
ビ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

竹
中　

和
博

三
人
の
セ
ー
タ
ー
は
黒
よ
く
話
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

河
野　

由
希

花
の
頃
楊
貴
妃
桜
訪
ひ
ゆ
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
崎　

美
智
子

ちょうみんひろば

山
門
に
在
釜
と
大
書
梅
日
和

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

青
木　

道
子

山
茶
花
の
花
こ
ぼ
る
る
や
野
辺
送
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
峯　

辰
雄

春
め
く
や
蛙
は
い
出
し
寝
ぼ
け
顔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
上　

毅

初
鶯
す
山
の
鴉
が
返
事
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
村　

民
子

初
詣
巫
女
さ
ん
シ
ス
タ
ー
麗
姿
た
だ
よ
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

橋
本　

雅
夫

　
《
川
柳
》

同
僚
の
訃
報
の
知
ら
せ
に
絶
句
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
井　

恵
美
子

「
た
だ
い
ま
」
と
言
ひ
て
一
人
の
ね
ぐ
ら
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
峯　

辰
雄

携
帯
が
必
要
な
時
不
携
帯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
上　

毅

節
分
に
ま
く
豆
い
つ
し
か
ピ
ー
ナ
ッ
ツ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

竹
中　

和
博

「
高
物
価
少
し
待
て
」
お
代
官
様
申
さ
る
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

橋
本　

雅
夫

細
ぼ
そ
と
貯
め
た
ポ
イ
ン
ト
そ
っ
と
出
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
村　

菊
夫

歳
取
れ
ば
疲
れ
た
ま
る
は
二
日
後

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

水
上　

健
二

ど
う
し
て
か
貯
め
た
い
も
の
は
貯
ま
ら
な
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

寺
戸　

美
瑳
子

孫
達
の
視
線
だ
ん
だ
ん
高
く
な
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
庭　

和
子

貯
め
て
な
い
地
図
な
き
宇
宙
を
駆
け
巡
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
村　

民
子
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山
門
に
在
釜
と
大
書
梅
日
和

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

青
木　

道
子

山
茶
花
の
花
こ
ぼ
る
る
や
野
辺
送
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
峯　

辰
雄

春
め
く
や
蛙
は
い
出
し
寝
ぼ
け
顔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
上　

毅

初
鶯
す
山
の
鴉
が
返
事
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
村　

民
子

初
詣
巫
女
さ
ん
シ
ス
タ
ー
麗
姿
た
だ
よ
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

橋
本　

雅
夫

　
《
川
柳
》

同
僚
の
訃
報
の
知
ら
せ
に
絶
句
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
井　

恵
美
子

「
た
だ
い
ま
」
と
言
ひ
て
一
人
の
ね
ぐ
ら
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
峯　

辰
雄

携
帯
が
必
要
な
時
不
携
帯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
上　

毅

節
分
に
ま
く
豆
い
つ
し
か
ピ
ー
ナ
ッ
ツ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

竹
中　

和
博

「
高
物
価
少
し
待
て
」
お
代
官
様
申
さ
る
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

橋
本　

雅
夫

細
ぼ
そ
と
貯
め
た
ポ
イ
ン
ト
そ
っ
と
出
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
村　

菊
夫

歳
取
れ
ば
疲
れ
た
ま
る
は
二
日
後

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

水
上　

健
二

ど
う
し
て
か
貯
め
た
い
も
の
は
貯
ま
ら
な
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

寺
戸　

美
瑳
子

孫
達
の
視
線
だ
ん
だ
ん
高
く
な
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
庭　

和
子

貯
め
て
な
い
地
図
な
き
宇
宙
を
駆
け
巡
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
村　

民
子

ご
み
貯
ま
る
元
は
お
金
で
買
い
ま
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

澤　

三
智
代

知
ら
ぬ
間
に
貯
ま
る
お
金
の
夢
を
見
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
上　

武
史

フ
リ
マ
ー
で
出
し
た
つ
も
り
が
又
溜
ま
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

池
下　

邦
枝

備
蓄
品
い
つ
の
間
に
や
ら
期
限
切
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

折 

口 

沙 

羅

　《
短
歌
》

こ
こ
か
ら
が
蓼
野
で
す
よ
と
ご
案
内

　

ま
き
の
木
優
雅
青
空
に
立
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

齋
藤　

み
ど
り

通
院
の
待
合
室
に
面
会
の

　

記
帳
テ
ー
ブ
ル
在
る
を
寂
し
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
峯　

辰
雄

生
か
さ
れ
て
九
十
歳
励
む

　

足
の
痛
さ
に
腰
ま
で
揚
ら
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
村　

民
子

立
春
と
は
名
ば
か
り
寒
波
枯
木
に
も

　

花
を
咲
か
せ
し
霜
の
朝
な
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

竹
中　

和
博

「
ば
け
ば
け
」
の
主
題
歌
好
き
と
い
う
我
へ

　

孫
は
ス
マ
ホ
に
弾
き
語
り
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

北
野　

令
子

あ
ひ
見
て
の
物
ぞ
思
へ
ば
明
け
ぬ
る
を

　

ね
や
の
月
さ
へ
つ
れ
な
か
り
け
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

橋
本　

雅
夫

ちょうみんひろば

お
悔
み
～
や
す
ら
か
に
～
（
２
月
届
出
）

　

石
村　

節
子　
　

さ
ん　

85
歳　
　

蔵
木

　

槇
田　

さ
な
え　

さ
ん　

73
歳　
　

有
飯

　

山
本　

義
明　
　

さ
ん　

70
歳　
　

六
日
市

　

赤
松　

昭
二　
　

さ
ん　

71
歳　
　

下
須

　

広
中　

マ
サ
コ　

さ
ん　

93
歳　
　

六
日
市

　

下
瀬　

長
利　
　

さ
ん　

86
歳　
　

柿
木

　

尾
﨑　

曰
子　
　

さ
ん　

91
歳　
　

立
河
内

　
　

同
意
が
得
ら
れ
た
方
の
み
記
載
し
て
い
ま
す
。

吉賀町の人口・世帯数（令和 8年 2月 28 日現在）
　人口　5,406 人 (-14)　　男　2,609 人（-7）　　女　2,797 人（-7）　　世帯数　2,897 世帯（+1）

出
生
～
す
こ
や
か
に
～
（
２
月
届
出
）

　

佐
々
木　

直
太
朗
（
な
お
た
ろ
う
）
さ
ん

　
　
　
　
　

結
・
陽
子
さ
ん
の
子　
　
　

蔵
木

応
募
方
法
と
お
知
ら
せ

●
毎
月
１
日
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
寄
稿
は
500
字
以
内
と
し
、
超
え
る
も
の
は

　

掲
載
を
見
送
り
ま
す
。

●
楷
書
で
略
字
を
使
わ
ず
、
常
用
漢
字
を
用

　

い
て
ふ
り
が
な
を
振
っ
て
く
だ
い
。

●
応
募
作
品
は
、
基
本
的
に
原
文
の
ま
ま
記

　

載
し
ま
す
が
、
原
文
の
意
味
を
損
な
わ
な

　

い
範
囲
で
修
正
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
作
品
の
内
容
に
よ
っ
て
は
掲
載
し
な
い
場

　

合
が
あ
り
ま
す
。

●
応
募
多
数
の
場
合
等
は
掲
載
し
な
い
場
合

　

が
あ
り
ま
す
。

●
希
望
の
コ
ー
ナ
ー
名
を
記
載
く
だ
さ
い
。

●
掲
載
の
有
無
は
連
絡
い
た
し
ま
せ
ん
。
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